
（
３
） 

（
ア
キ
二
） 

 

 

イ
、
原
文
（

・
ヲ
シ
テ
表
記
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

ロ
、
カ
ナ
表
記 

ア
キ
ニ 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
キ
ニ
ト
ハ 

コ
チ
ニ
ヒ 

モ
ト
ケ 

 
 

ツ
ミ
ノ
ガ
ル 

ツ
グ 

ミ
コ
コ
ロ
ノ 

ハ
ル
ゾ
キ 

ニ
ケ
ル 

 
 

 
 

 
 

 

    

ハ
、
直
訳
文
（
現
在
語
表
記
） 

ア
キ
ニ 

 
 

 
 

ア
キ
ニ
と
は 

東
風
に
氷 

も
融
け 

 
 

罪
免
る 

 
 

嗣
ぐ 

御
心
の 

 
 

春
ぞ
来 

に
け
る 

 

ニ
、
解
説 

 
 

 

ア
キ
ニ
と
は
、
天
成
り
道
を
暗
示
す
る
占
い
で
す
。 

ア
キ
ニ
と
は
、
政
が
滞
る
と
厳
冬
時
に
水
が
氷
に
な
る
よ
う
に
荒
れ
る
も
の
で
す
。
治
世
が
良
く
な
る
と
、

春
、
東
か
ら
吹
く
風
に
、
氷
も
融
け
る
よ
う
に
世
も
平
穏
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
ア
マ
カ
ミ
（
天

神
）
は
、 

タ
ミ
（
民
）
が
昔
に
侵
し
た
罪
や
悪
し
き
身
を
も
免
せ
る
も
の
で
す
。 

こ
れ
も
新
た
に
天
日
嗣

ぐ
、
ア
マ
カ
ミ
（
天
神
）
の
御
心
の
賜
物
と
な
り
ま
す
。
こ
の
国
に
御
心
と
云
う
東
風
が
来
て
、
や
っ
と
、

春
ぞ
来
る
に
け
る
（
春
が
や
っ
と
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
） 

   



（
補
足
説
明
・
ア
キ
二
を
紐
解
く
鍵
） 

ア
キ
二
を
解
説
す
る
ヒ
ン
ト
は
、
「
タ
ミ
（
民
）
疲
れ
な
し
」
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
「
タ
ミ
（
民
）
疲

れ
な
し
」
に
は
、
特
別
の
意
味
が
あ
る
の
か
と
思
い
、
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
を
読
み
ま
す
と
、
２
１
ア
ヤ
（
綾
）

３
１
～
３
２
に
「
民
の
か
ら
枯
れ 

あ
ら
じ
な
と 

長
が
奢
れ
ば 

民
疲
る 

疲
れ
て
業
も 

か
ら
枯
れ
と 

訴
ふ
時
に 

戒
め
て 

国
お
治
さ
ね
ば
」
の
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
お
気
付
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
「
タ
ミ
（
民
）
疲
れ
な
し
」
は
、
「
長
」
「
ア
マ
カ
ミ
（
天
神
）
」
の
国
を
治
め
る
善
し
悪
し
に
起
因

す
る
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
テ
ル
ヒ
コ
が
葦
原
国
に
降
さ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
政
を
行
っ
た
か
が
想

像
さ
せ
ら
れ
、
２
０
ア
ヤ
（
綾
）
を
読
み
ま
す
と
よ
り
実
感
が
湧
い
て
来
る
よ
う
で
す
。 

 

２
０
ア
ヤ
（
綾
）
の
概
略 

２
６
鈴
１
６
枝
４
１
穂
（
紀
元
前
２
８
０
年
）
頃
の
話
で
す
。
ア
マ
テ
ル
神
よ
り
日
嗣
さ
れ
た
長
男
の
オ
シ

ホ
ミ
ミ
の
世
も
、
天
照
ら
す
頃
に
な
り
、 

年
老
い
た
春
日
（
殿
）
よ
り
政
り
事
を
休
む
申
し
出
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
葦
原
国
の
香
久
山
命
よ
り
申
し
出
を
聞
き
入
れ
ら
れ
た 

オ
シ
ホ
ミ
ミ
は
「
自
ら
葦
原
国
を
治
め
ん
」

と
準
備
を
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
聞
き
付
け
た
タ
ミ
（
民
）
が
集
ま
っ
て
、
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
懇
願
し
葦
原

行
き
を
思
い
留
ま
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
変
わ
り
、
香
久
山
命
の
願
い
入
れ
「
皇
子
の
テ
ル
ヒ

コ
」
を
葦
原
国
に
降
ろ
す
こ
と
で
、
伊
勢
の
大
御
神
の
御
許
も
頂
け
ま
し
た
。
テ
ル
ヒ
コ
が
、
十
種
宝
、
振
る 

    

祈
詩
を
賜
わ
れ
る
頃
に
な
る
と
、
テ
ル
ヒ
コ
の
葦
原
国
へ
の
進
出
に
対
し
中
国
神
が
拒
む
話
も
あ
り
、
父
オ

シ
ホ
ミ
ミ
は
、
中
国
神
の
反
対
を
防
ぐ
た
め
、
伴
神
の
総
勢
３
２
人
を
騎
馬
で
葦
原
国
の
守
り
に
行
か
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
更
に
、
皇
子
テ
ル
ヒ
コ
の
八
房
の
行
幸
車
に
は
、
五
伴
の
守
る
造
の
五
人
を
当
た
ら
せ
ま
し

た
。
大
物
主
は
五
組
の
物
部
二
十
五
を
率
き
添
え
て
、
伴
人
総
て
で
八
百
六
十
四
人
が
、
日
高
見
を
出
発
さ
れ

鹿
島
宮
に
入
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
伊
勢
に
待
た
れ
て
い
た
テ
ル
ヒ
コ
皇
子
の
弟
の
キ
ヨ
ヒ
ト
に
、
神
（
ア

マ
テ
ル
神
）
よ
り
勅
が
あ
り
ま
し
た
。
今
、
テ
ル
ヒ
コ
の
皇
子
が
鹿
島
宮
に
入
っ
た
の
で
、
「
キ
ヨ
ヒ
ト
と
タ

チ
カ
ラ
オ
は
早
船
で
行
き
、
沖
に
係
留
し
て
い
る
岩
楠
船
で
進
む
べ
し
（
進
ん
で
下
さ
い
）
」
。
そ
の
言
葉
よ

り
て
皇
孫
（
キ
ヨ
ヒ
ト
）
と
タ
チ
カ
ラ
オ
は
、
ワ
ニ
船
に
乗
り
て
、
上
総
（
千
葉
県
）
の
九
十
九
に
お
着
き
に

な
っ
て
、
そ
の
足
で
香
取
宮
に
入
ら
れ
ま
し
た
。 

 

早
速
、
キ
ヨ
ヒ
ト
は
、
兄
の
テ
ル
ヒ
コ
に
、
ア
マ
テ
ル
神
の
勅
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
「
神
こ
と
（
ア
マ
テ

ル
神
が
）
宣
れ
（
口
に
出
し
て
云
わ
れ
る
こ
と
に
）
は
、
葦
原
国
に
降
ろ
す
ホ
ノ
ア
カ
リ
（
テ
ル
ヒ
コ
）
の
行

く
末
が
心
配
で
あ
る
。 

八
代
目
の
オ
オ
ヤ
マ
ス
ミ 

（
カ
グ
ヤ
マ
オ
キ
ミ
）
の
五
子
の
マ
ウ
ラ
お
（
を
）
召
し

て
、
占
っ
て
く
れ
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
。 

占
問
え
は
（
そ
の
結
果
）
、
マ
ウ
ラ
が
占
っ
た
フ
ト
マ
ニ
の
掛
は
、

「
ア
キ
ニ
」
取
る
と
出
て
、
そ
の
意
味
は
、
「
東
風
に
氷
も
融
け 

罪
免
る 

今
春
な
れ
は 

西
の
空 

タ
ミ

（
民
）
疲
れ
な
し
吉
々
」
と
出
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
ア
マ
テ
ル
神
の
勅
が
定
ま
り
ま
し
た
（
る
）
。 

こ
の
後
、

日
高
見
の
オ
シ
ホ
ミ
ミ
に
会
わ
れ
て
、
フ
ト
マ
ニ
の
掛
が
良
か
っ
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
の
で
し
た
。 


